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歩み続けて150年
防ぐ災害・守る未来
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世界各国にはそれぞれ名山がある。しかし、富士山
ほど一国を代表し、国民の精神的資産となった山は
ほかにないであろう。

72. 富士山

日本百名山（深田久弥）

富士山

日本活火山総覧
（気象庁）
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2km

宝永山
(2693m)

第一火口

第二火口

第三火口

夜の情景（沼津市土屋博氏所蔵）

噴火の特徴
• 約2週間継続
• 噴煙の高さは10km以上
• 噴出量は ～10億ton Miayji et al. 2011

国土地理院

剣が峰
(3776m)

宝永噴火
1707年12月16日～
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火口近傍：数10cm～数m
須走村：3m～

東京：数cm
藤沢：16cm

火山灰の分布
（火口近傍）

東側に分布

Miayji et al. 2011

火山灰
火山れき
火山岩塊

火砕物

宝永噴火
1707年12月16日～

火山灰の分布
（火口近傍）

江戸   ：夜のように暗くなり、襖がガタガタと揺れた
須走村：熱を持った火砕物による火災、住居の直接的な破壊・埋没
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天地返し

災害教訓の継承に関する専門調査会報告書 平成18年3月
1707 富士山宝永噴火（内閣府）

土砂災害や河川の氾濫

河村城跡（神奈川県足柄上郡）
桜島の例
（大隅河川国道事務所HPより）

過去の被害
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天地返し

災害教訓の継承に関する専門調査会報告書 平成18年3月
1707 富士山宝永噴火（内閣府）

河村城跡（神奈川県足柄上郡）

噴火後30年以上継続

土砂災害や河川の氾濫

過去の被害



7

想定される被害

内閣府(2025)
首都圏における広域降灰対策検討会

どこにどれくらい降るか？
季節的な傾向は？
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噴火のメカニズム

～シミュレーションに向けた準備～
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地面の下

小屋口ほか(2011)

水～数%

密度～大気の数倍
温度～1000℃

時速数100km
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運動エネルギー 位置エネルギー 

到達高度

宝永噴火

小屋口ほか(2011)

水～数%

密度～大気の数倍
温度～1000℃

時速数100km

地面の下
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初速度で
上昇

浮力で
上昇

大気の
取込み

密度中立高度
（数km～数10km）

軽い噴煙

重い噴煙

噴煙の上昇
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オーバーシュート

傘型噴煙（風が弱い場合）

初速度で
上昇

浮力で
上昇

大気の
取込み

軽い噴煙

重い噴煙

積乱雲

かなとこ雲

気象庁HPより
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風

大気の
取込み

密度中立高度
（数km～数10km）

軽い噴煙

重い噴煙

風圧
圧力 圧力

風下重力流（風が強い場合）
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大気の
取込み

軽い噴煙

重い噴煙

圧力風圧
圧力

風

風

風下重力流（風が強い場合）
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USGS/Smithonian Instituition 2011/01/27 NATIONAL GEOGRAPHIC Daily News

2015年カルブコ（アルゼンチン） 201１年霧島山（日本）

傘型噴煙 風下重力流

傘型噴煙と風下重力流
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風

火山灰の輸送
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降灰シミュレーション
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噴煙

火山灰の輸送

①気象条件 ⇒気象庁の過去のデータ
②噴火の情報（強さ、マグマの情報）⇒研究成果

新堀, 2016 （一部改変）

シミュレーションの概要
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Miyaji et al. 2011（一部改変）

一連の噴火でも
・強いとき
・弱いとき
・小康状態
がある

日付（1707年12月）

噴
煙
の
高
さ

km

噴煙高度の時間変化
（～噴火の強さの時間変化）
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シミュレーションの一例

2021年9月19日に噴火開始を仮定
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2021年9月19日噴火開始の例

×365日 =

365個の
降灰分布

(2021年)

1月1日に噴火開始した場合
1月2日に噴火開始した場合
1月3日に噴火開始した場合

・
・
・

12月31日に噴火開始した場合
一般的な傾向
季節変化

シミュレーションの実施
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降灰量と最大粒径

東京
●：降灰量
▲：最大粒径

・降灰量は概ね1-10cm
・東京はバラつきが大きい（特に冬）
・粒子の大きさは数mm以上（小さな噴石=1cm以上）
・夏は降灰量が少なく、粒径が小さい

粒
子
の
大
き
さ[m

m
]

降
灰
量[cm

]

月

1

2

4

0.5

0.25

0.13

8

16

1

2

4

0.5

0.25

0.13

8

16

月

横浜
●：降灰量
▲：最大粒径

1

10

100

1000

0.1

0.01

0.001

0.0001

1

10

100

1000

0.1

0.01

0.001

0.0001
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2021年7月16日の地上天気図

東京・横浜は
風が弱いと降灰量が減る傾向

本州付近は高気圧に覆われていて
風が弱かった

気象庁HPより

東京、横浜で降灰量が少ない時
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火山近傍では風が弱いと降灰量が増える

甲府 静岡

粒
子
の
大
き
さ[m

m
]

月

1

2

4

0.5

0.25

0.13

8

16

1

2

4

0.5

0.25

0.13

8

16

月

●：降灰量
▲：最大粒径

●：降灰量
▲：最大粒径

1

10

100

1000

0.1

0.01

0.001

0.0001

降
灰
量[cm

]

1

10

100

1000

0.1

0.01

0.001

0.0001

降灰量と最大粒径
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夏
（2021年7月8日に噴火開始）

冬
（2021年12月16日に噴火開始）

代表的な降灰分布
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横浜東京

東京、横浜では
最短30-40分で降灰が始まる

時間 時間

回
数

降灰開始時間
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降灰ポテンシャルマップ

最大降灰量 最小降灰量

東京, 甲府, 静岡8cm以上
横浜16cm以上

東京, 甲府, 静岡0.1mm未満
横浜0.1mm以上
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・１７０７年富士山宝永噴火
・噴火のメカニズム(噴煙の力学と火山灰の輸送)
・降灰シミュレーション(1年分を実施)
・降灰分布の季節変化と定量化
・計算結果はすべて公開予定
・次の噴火はどんな噴火？

まとめ
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